
令和6年1月31日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

3

返却時に教師から指導・助言をした。
また、学習効果測定の結果をもとに授
業改善を図った。

各学期チェックシートを印刷して保護者に
知らせることができた。来年度2学期に３者
面談がある場合は、面談時に保護者にもく
じの画面を見せて説明することで印刷の代
わりにしたい。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高

め、確かな学
力を定着させ

ます。

「授業が分かる」「予習
の習慣が付いた」「教師
の話を集中して聞く」と
回答した児童の割合

「習得・探究サイクル」の授業デザインによ
り単元（題材）構成を工夫し、探究的な学び
の質の向上を図る。

3

学校関係者記入欄

0

1

Ｃ

Ｄ

・グループでの取組が増え、コミュニケーションを取るの
が上手な子たちが増えてきているように思います。
・目標に対する成果指標はとても高く、達成できていると
思いました。体力テストの結果を踏まえた取り組み評価
から課題が見えているので、これからの時代を生きる子
どもたちにとって体力あってのことと思いますので、評価
があがるとよいと思いました。
・教職員の前向きな取組が感じられ、評価いたします。
・コミュニケーション能力の高さに感心します。
・未来社会を生きる上で基礎的な学力はもちろんん、タブ
レット活用によるICT能力の向上とともに児童間での協働
によって考えを深める取組を行っていることを評価しま
す。

9

３：
34％

２：
3％

目標に対する成果指標

２：
5％

令和５年度　大田区立調布大塚小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・児童数363名　主幹教諭1名、主任教諭8名、教諭9名
・新教科「おおたの未来づくり」新設に向けた研究実践校2年次　　・コミュニティ・スクール導入初年度
・　「教えて考えさせる授業」と「探究サイクル」により単元（題材）を構成し深い学びにつなげる。　　・　「私たちが実現したい未来を考えるプロジェクト」をＡＡＲサイクルにより推進する。
・専門諸機関や特別支援教育コーディネーターの活用強化により特別支援教育の充実を図る。
・学校運営協議会と連携し地域学習パッケージを開発し、地域のために必要なことを考え行動できる力の育成を図る。　　・地域学校協働本部（スクールサポート調布大塚）による家庭・地域力を生かした教育活動を推進する。

学習効果測定を基に児童と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法につい
て、指導する。

目標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4
「予習・授業・復習」サイクルで学習習慣の
定着を図る。

１：
0％

取組指標

4

3

4

Ａ

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

１：
１％

・改善プランの作成なども考えているなど、学習に対して
先生方が熱心に工夫して指導されているのだと感じまし
た。
・児童の理解度が高く評価できます。
・学習意欲の高さに感心します。
・イノベーションシートの活用で児童の考える力につな
がっていると感じます。「理解」「知識や考える力」の習得
による「達成感」を感じられるようにし、児童が自らすすん
で学ぶ姿勢を定着させる取組を続けていただきたいと思
います。

9

0

４：
62％

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

「協働することで考えが
深まる」と回答した児童
の割合

４：
67％

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4
３：
28％

Ｂ 1

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

2

0「ＧＩＧＡ推進チーム」中心に、学校組織全体
で学習用タブレットの効率的・効果的な活
用を推進する。

4

3

Ａ

ペアやグループ学習を計画的に取り
入れ、外国語教育指導員から学んだ
文や単語をアウトプットする機会を設
けている。引き続き行っていく。

各学年で、地域や企業とのコラボ授業
を行った、5年生では、大田区内の企
業インフィニアムジャパンの方に、未
来の自動車についてメリットデメリット
を含めて考えたことを提案した。

「スクールタクト」では、共同編集のほ
かにグループ課題を提示できるように
なり活用の場が広がった。学習のまと
めとして3年以上はグーグルスライドも
活用している。来年度は２年生からス
ライドの活用を図っていく。

人権週間に校内人権作品展を行い児童、
保護者への啓発を行った。児童朝会での
人権意識の向上を図る講話や設置した人
権コーナーでの月別重点人権課題の掲示
を通して啓発活動を継続する。

マラソン月間、縄跳び月間を設け、校
内の課題である力を補った。今年度テ
ストの体力・生活の課題を分析し、取
組みを充実させ、体力の向上を図って
いく。

ICT支援員を活用して、タブレットの基
本的な使い方を周知した。今後は、
ICT支援員と協力して来年度に向けて
クラスルームやアプリの使い方につい
て周知していく。

Ｄ

Ｂ

学習指導講師による算数の補習を計
画的に実施している。来年度に向け
て、３学期に担任が保護者と連絡をと
り、定期的に参加する児童を決めてい
けるようにする。

改善プランの作成方法について教務から
示している。各教科の改善プランに記載し
た取り組みを意識して指導案や授業を作
成するようにしている。

「教科書を読む。」「教科書を読んで分から
ないところを掴む。」「今日の学習で分かっ
たことを家の人に説明する。」などの取組を
して、学習内容の定着を図っている。

OKJ（教えて考えさせる授業）により、深い
理解を伴った習得を目指した。ミニ探究で
は、獲得した知識や技能を活用して自分で
課題を選び、追究する活動をしている。



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

保護者からの授業評価について、アンケート結果
を校内で共有している。９０％近くは肯定的ではあ
るが、今後も、授業デザイン・カリキュラムデザイ
ンの工夫をしながら日々の授業改善に努めてい
く。

夏休みにその内容を生かしたOKJを実施
し、考えた指導案に対して指導・助言を
行っている。また、学年間での授業参観を
行い、日々の授業改善に努めている。

外部研修後の伝達講習会を設定した
り、資料を回覧するなどして学校全体
として授業改善に生かそうとしている。

3

どの教科でもイノベーションシートにある文
言のカードを活用し、今の学習が３つのコ
ンピテンシーの何につながっていくのかを
意識できるようにしている。

教科等横断的な視点で授業を工夫し学習
効果を高める。

3

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増

進

Ｃ

Ａ

４：
59％

Ｄ

３：
20％

「分かりやすい授業をし
ている」「子どもたち一
人一人の活動が充実し
ていた」と回答した保護
者の割合

「体を動かすのが好き」
と回答した児童の割合

Ａ

２：
7％

0

9

1

0

２：
6％

４：
69％

１：
3％

B

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心をは
ぐくみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

「きまりを守っている」
「学校が楽しい」」「みん
なが過ごしやすい学校
をつくっている」と回答し
た児童の割合

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教

３：
30％

２：
3％

Ａ

Ｂ

4

3

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

４：
62％

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上を
めざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

多様な他者と協働することで考えを広げた
り深めたりできる場面を意図的・計画的に
設定する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

3

9

1

１：
3％

Ｃ

自分の心や体に関心をもち、進んで健康的
な生活を送ろうとする意欲を高める。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

0

0

4

Ｂ

3

4

3

1

9

・取組をしてとても大変なことですが、つらい思いをする子
どもが少なくなるようずっと続けていただきたいです。
・今の時代、人権に関する教育が重視されているにも関
わらず、世の中では人権意識が低く、いじめから自殺に
追い込まれるなど、悲しいことが起きています。熱心な取
組を知り、子どもたちの人権意識が身に付くことを期待し
ます。
・可能であれば、利他の心も指導していただきたい。
・社会のルールを守ることは大切であり、必要なことでは
あるが、固い頭にならないよう配慮をお願いします。
・子どもへの手厚い対応に感謝しております。
・「個性」を認め合うことについて児童の中には「わかって
いても受け入れられない」というケースもあると思います。
学校としてそうしたケースに目をつむるわけにはいかない
ことから、いじめや不登校について表面的なことだけでな
く、本質を把握し、改善につとめ、児童一人一人の自己肯
定感を高めていただきたいと思います。
・一クラスの子どもの数も昔に比べて少なく教員の目も届
きやすくなっていて望ましい方向で推移しているのではな
いか。

・児童の体力低下、健康面は気になるところです。
・具体的なデータも取ったり、食事に対する意識を持てる
ようにしたりしていることに、先生方の努力と工夫を感じ
ました。
・更なる取組に期待しています。
・生活リズムの乱れは、体調不良や心の乱れにつながり
やすいので家庭への指導もお願いします。
・成長期の児童は体力面で差がでやすく「自分は劣って
いる」と感じる子もいると思います。「できなかったことが
できるようになった」と実感することで達成感が生まれ、
身体を動かすことが好きになると思います。体力の底上
げの工夫を続けてほしいです。

・先生の悩みの共有はとても良いことだと思います。
・日々忙しい中、校内研究会や研修会、外部研修会への
参加、そしてそれを授業に生かそうと日々の授業改善に
生かそうとしていることが分かりました。その成果が授業
参観や行事の時の児童の姿に表れているのではないか
と思います。
・様々なシステムや施策に積極的に取り組む姿勢が評価
できます。
・教員の方々も心身の健康に気を付け、過度にストレスを
ためないようにしてください。
・日頃からの教員の皆さんの指導力向上に向けた取組を
評価します。
・不審者が簡単には校内に入れないようになってはいる
が、更なる子どもたちへの目配りも必要か。

３：
28％

4

4

4

4

4

4

4

「小中一貫教育の日」を活用して、小学校
から徹底しておいてほしいきまりを中学校
から聞き取り、自校に取り入れた。今後の
成果を見ながら、検討を続ける。

道徳授業推進教師が受けた研修内容を教
職員全体に伝達した。都や区から給付され
ている教材も活用して授業し、道徳指導を
充実させる。

学校生活調査の結果を受けて、ストレス症
状が見られる子どもには、毎回担任が聞き
取りをした。また、記録に残し、全教員で共
有した。今後も継続する。

毎学期のいじめに関する授業、いじめアン
ケートと聞き取りを実践した。年２回のいじ
め１８の項目で教員の啓発を図り、未然防
止、早期発見に努めた。

不登校傾向や問題行動のある児童につい
ては、生活指導夕会を活用して、全校で共
有した。状況に応じてケース会議を実施し
たが、不登校支援員の活用など、対応が
やや遅れたケースもあった。適宜会議を設
けるようにし、早期発見、未然防止等に努
める。

学習場面におけるグループ活動や異学年
交流の時間など、学級、学年を超えた協働
場面を計画的に取り入れた。経験を増や
し、豊かな心を育てていく。

年２回の取り組みでは家庭にも協力を依頼
し、日頃の健康な生活習慣について点検し
た。また、5月と１０月の結果を比較し、改
善点を生かせるようにした。

毎回、献立の写真を電子黒板に写し食材
の説明や行事食について指導を行った。
今後は給食のレシピの掲示の工夫と
行事食時の掲示板を充実させていきたい。

マラソン月間、縄跳び月間等を設定し、期
間を設け全児童が休み時間に運動する機
会をつくり、運動の習慣化を図った。

体育朝会で生活と運動の関係を伝えたり、
「早寝早起き朝ごはん月間」を通して、各学
年の発達段階に応じた指導を行ったりし、
健康的な生活についての知識技能を身に
付けたり、意欲を高めていったりした。



４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

月1回以上校内委員会を行い、そこで話し合われた内容
について記録を作成し、全教職員に送ることによって支援
が必要な児童についての情報共有を行った。今後も校内
委員会とともに夕会を活用しながらより迅速な情報共有を
図ることで児童にとってよりよい支援ができるよう努めてい
く。

日常的なジョブトレーニング、教諭だけの勉強会、
主幹教諭・主任教諭からのミニ研修、相互授業参
観、模擬授業、off-JT報告会、テーマ別研修を行
い、定期的にOJTに取り組んだ。特に、教員の悩
みを共有したり解決したりするための話し合いで
は意見を活発に出し合った。今後も継続する。

Ｃ

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

3

育
環
境
づ
く
り

「学校からのたよりは分
かりやすい」と回答した
保護者の割合 ２：

9％

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・学校運営協議会で学校の取組の様子を具体的に知ら
せて頂いていることが、地域と連携して子どもたちを育て
ることにつながっていると感じています。授業の様子を見
る機会を頂き、子どもたちが集中して授業や発表会に取
り組んでいる姿を見ることができ、成長を感じます。
・地域との様々な連携姿勢が素晴らしいと思います。
・今後も連携を深め、協力していきたいと思います。
・「発信が分かりやすいか」のアンケート結果があまり良く
ないですが難しい問題だと思います。（PTAの発信にも同
じ課題があると感じています。）発信方法も多様化する
中、工夫の余地があるように感じます。学校から地域に
向けた発信がもっとあっても良いように思います。
・子育てを卒業した年代が学校との接点を保ち、なおか
つ地域との結びつきにつなげられるのであれば有用であ
る。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

４：
43％

0

学校運営協議会において、児童の変容等
の具体的な資料を作成して、評価に必要な
学校の情報を適切に提供し、適正な評価を
受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

３：
46％

１：
2％

質な教育環
境をつくりま
す。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

「OJTパッケージ」を基に組織的なOJTに取
り組む。

Ｄ 0

0

9

1

Ａ
4

4

１：
2％

4

4

4

毎月の学校だより・保健だより・給食献立表の配
信、週１～３回の児童の様子の配信で、情報を発
信している。おたより配信時に通知がくるシステム
がないか検討したが、現状では厳しいことが判
明。

児童アンケートや保護者アンケートの
回答データをもとに、児童の変容や本
校の取り組みがわかるように資料を作
成する。

研究も関連し、企業とのコラボ、せせ
らぎ館等を活用した連携型授業等を
今後も充実させていく。


